別表(第2条関係)
救急事故等の種別
区分
種別
摘要

不慮の事故
1　火災
火災現場において、直接火災に起因して生じた事故をいう。


2　自然災害事故
暴風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波、噴火、雪崩、地すべり、その他の異常な自然現象に起因する災害による事故をいう。


3　水難事故
水泳中(6運動競技によるものを除く。)の溺者または水中転落等による事故をいう。


4　交通事故
すべての交通機関相互の衝突及び接触または単一事故、若しくは歩行者等が交通機関に接触したこと等による事故をいう。


5　労働災害事故
各種工場、事業所、作業所、工事現場等において就業中発生した事故をいう。


6　運動競技事故
運動競技の実施中に発生した事故で直接運動競技を実施している者、審判員及び関係者等の事故(ただし観覧中の者が直接に運動競技用具等によって負傷した者は含み、競技場内の混乱による事故等は含まない。)をいう。


7　一般負傷
他に分類されない不慮の事故をいう。

故意の事故
8　加害
故意に他人によって傷害等を加えられた事故をいう。


9　自損行為
故意に自分自身に傷害等を加えた事故等をいう。

疾病
10　急病
疾病によるもので救急業務として行ったものをいう。

その他
11　転院搬送
医療機関等から他の医療機関等へ搬送したものをいう。


12　医師搬送
現場に医師・看護婦等を搬送したものをいう。


13　医療資器材等の輸送
救急現場または収容医療機関等に、救急医療上緊急を要するため必要な医療用の資器材、医薬品等に輸送したものをいう。


14　その他
傷病者不搬送件数のうち1～10の救急事故に分類不能のもの及び誤報、いたずら等で救急事故等の不明なものをいう。

